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Ⅰ はじめに
「ルーマニアの民族芸術は、直接、自然の美を表現
した物ではない。長い間の蒸留作用の結果、自然のモ
チーフそのままの写しは見出しにくいか、もしくは殆
ど存在しない」とC.D．ゼレティン氏が著書（１）で述べ
ているように、ルーマニアの刺繍は、いわゆる花や鳥
などの図柄を装飾したものではない。
そこに見られるのは、赤色や、黒色、またそれらに
黄色や茶色などを組み合わせた単純な色彩の、クロス
ステッチやハーフクロスステッチなどの刺繍である。
つまり地域による色づかい、紋様の違いこそあれ、幾
何学文様の区限刺繍（２）が基本である。
さて、ここで取り上げるのはトランシルヴァニア地
方クルージュ県の通称カラティ（Calatei）といわれる
地域に点在する村の一つ、メラ村の衣裳である。
メラ村の衣裳は、上で述べたルーマニアの衣裳の概
念から外れたもので、明らかにそれとわかる花模様を
ビーズや刺繍で表した、色彩鮮やかに豊かに表現した
ものである。
図１ 三月のメラ村
しかも今日でも、そうした装飾を施した衣裳は、婚
礼やイースター、クリスマスなどといったキリスト教
に関係する祭り、そして日曜礼拝に用いられている。
メラ村の衣裳が、なぜルーマニアの衣裳の概念と異
なっているのか。それはこの村の歴史を繙くことで、
何か糸口を見いだせるかもしれない。そこでまず、ハ
ンガリーの歴史に簡単に触れてみる。
Ⅱ トランシルヴァニア地方の略史
ハンガリー人（マジャル族）は、ウラル山脈付近の
故地から、民族移動時代を経て、８９６年にはアールパ
ードに率いられて現在の地に至った。
１３世紀半ばの蒙古軍の侵入により、国土は一時荒廃
したが、１５世紀に入って、マーチャーシュ王の治世に
は、ハンガリーは中部ヨーロッパ随一の強国となっ
た。１５２６年のモハーチの戦いでオスマン・トルコ軍に
敗れ、以後約２世紀にわたって国土の大部分をトルコ
に占領された。それによって、西部と北部はオースト
リアの勢力圏に入り、東部のトランシルヴァニア地方
だけが、トルコの保護下で半独立公国となった。
その後１７世紀末、オスマン・トルコにかわって、ハ
ンガリー全土を支配したハプスブルグ家はハンガリー
人に対して、経済的、宗教的圧迫を加えたため、トラ
ンシルヴァニアで大規模な民族的反乱が起こった。し
かしこの反乱は失敗に終わり、オーストリアのハンガ
リー支配が確立する。
１９世紀に入って、民族独立の機運が高まり、１８４８～
４９年の独立戦争で、ハンガリーはオーストリア軍と戦
うが、ロシア軍の介入によって降伏する。ハンガリー
は敗戦後、オーストリアの軍政に苦しむが、１８６７年の
オーストリア・ハンガリー和約が成立すると、二重帝
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国の一員となって一時的に安定した。さらに第一次大
戦が起こると、ハンガリーはドイツ・オーストリア同
盟側について参戦した。
ルーマニアは当初中立を保っていたが、１９１６年イギ
リス、フランス、ロシア３国協商側に立って参戦した。
その結果、３国協商側が勝利し、トリアノン条約
で、ルーマニアはトランシルヴァニアを獲得し現在に
至っている（３）。
現在トランシルヴァニアには、１６０万～２００万人もの
ハンガリー人が住んでいるといわれている。
Ⅲ トランシルヴァニア地方・クルージュ県メラ村
の地形と特徴
ルーマニアは、ほぼ中心部を北から南に東カルパー
ト（カルパチア）山脈が走り、さらに西方に、南カル
パート（別名トラシルヴァニア）山脈がある。その２
つの山脈に囲まれた地域をトランシルヴァニア地方という。
もう１つの分類は、トランシルヴァニア地方の北部
をマラムレシュ地方、西部をバナート地方といい、
東、南カルパート山脈と西カルパート山脈にかこまれ
た（下図グレーの部分）地域をトランシルヴァニア地
方という。この二つの分類方法は、用途により使い分
けられている。（図２）
１９１０年の同国の国勢調査によると人口の割合は、ル
ーマニア人５４％、ハンガリー人２９％、ドイツ人１１％で
あったが、１９５６年にはルーマニア人６５％、ハンガリー
人２５％、ドイツ人６％と、トランシルヴァニア併合以
後、ルーマニア人の割合が多くなっている。
またわずかではあるがチェコ人、スロバキア人とい
った人々も共存する。
こうした多民族によって構成されたトランシルヴァ
ニアは、それぞれの村や町で民族独自の衣装（図３、
図４）を伝承する素地があったと言える。
ここに取り上げるメラ村は、トランシルヴァニアの
中心都市、クルージュ・ナポカから、西方約１５kmに
位置している。この村を含め、さらに西方約４５kmに
点在する村々一帯をカラティ（Calatei）と言い、ハン
ガリー名ではカロタセグ（kalotaszeg）とよばれる。
このカラティには、１４世紀にはすでにハンガリー人
が居住していたといわれ、現在、ハンガリー人が３分
の２、残りの３分の１はロマ人である。
メラ村（図１）は東西約２kmの範囲に、現在約５００
世帯、１，１８０人が居住し、およそ８０％の人が馬、牛、
豚、鶏、水牛などを飼育するほか、農業に従事し、ほ
ぼ自給自足の生活である。残りの人々はクルージュ・
ナポカで教師、商業、機械技師などで生計をたててい
る（２００５年２月、現地での聞き取り調査）。
女性の３０％は、ビーズで組みあげたネックレス（４）や
イースターエッグ（５）などを土産物用に製作し、ハンガ
リーのブダベストで売って生計の一部にあてている。
メラ村は折につけ現在でも美しい民族衣装を纏うと
ころとして知られ、また赤系の花模様を家具にペイン
ティングし、ピローケース、飾り布等にも美しく刺繍
を施し、室内を飾るところである。
Ⅳ メラ村・衣裳の構成
メラ村の衣裳の構成は、袖や身頃にマッシュルーム
プリーツ（６）を畳んだブラウスの下にアコーデオンプリ
ーツを畳んだロングスカートを着け、そのスカートの
上にエプロンを着ける。さらにブラウスの上にはベス
トを羽織る（図５）。
図３ トランシルヴァニア地方の衣裳 図４ 同衣裳
図２ ルーマニア全土
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このエプロンやベストには、ビーズを用いた豪華で
色鮮やかな刺繍が施されている。
私が興味を持ったことは、この豪華に見えるビーズ
刺繍が、いかなる技法や方法で製作されたものか。ま
た使われている素材はなにかということであった。
また私たちの身近に入手出来る素材で製作可能かど
うかについても考察してみる。
ルーマニアの民族衣裳の多くは、年代、用途に関係
なく用いられる。通常、婚礼や晴れ着として作られた
ものは、葬儀に、また日曜礼拝に、そして古くなると
日常着として用いられる。
ただしここで見る衣裳は婚礼、祭り、日曜礼拝用と
して用いるもので、葬儀や、着古したものを日常着と
して用いることはなく、日常着は別につくられる。そ
れらはかつてはざらざらした原毛や麻、亜麻であった
が、現在は柔らかなウールや木綿にかわっている。
これを用いているのは５０歳以上の年配の婦人（図６）
である。
図５ 盛装した娘（左、中央）と既婚者（右）
未婚者は、頭に貞操の証でもある帽子、コロニ
ツァ（７）（図５中央、左側）を被る。結婚式が終わり既
婚者になると、刺繍を施した帽子、フークトゥ（８）を被
り、ビーズのベルト、チィ
プケ（８）でその帽子を固定する。
さらにその上から、スカ
ーフ、バティク（９）で覆う
（図５右）。また、未婚者
はベスト後中心より、裾近
くまである長さの花柄織リ
ボンを数本垂らし、そのリ
ボンと一緒にビーズ刺繍を
施した飾り紐（１０）を下げる。
そして足には赤や黒色の短
靴またはブーツ、パントフ
ィを履く（図９）。
スカーフは既婚者、未婚者とも日常にも使用する。
Ⅴ 衣裳の特徴と製作
メラ村の衣裳は、どのような素材を用い、どのよう
な方法で製作されるのだろうか。次に其々の衣裳につ
いてみてみる。
１．ブラウス（カマーシャ・ロトゥンダ）（C）ama，s）a ro-
tund）a）
カマーシャ（C）ama，s）a）とはブラウス、ロトゥンダ
（Rotund）a）とは膨らみのことで、つまり膨らみのあ
図７ 成人女子の衣裳 図８ 少女の衣裳
図９ 娘を見送る母親
図６ 年配の婦人
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◆ブラウスに関する製図、製作は「紀要第３号」（１１）を参照。
図１１ 革のべスト
◆製作およびビーズ刺繍は、p．９２「２．ベストのビーズ技法」で
解説する。
また用いた素材の試料は p．１００に別記した。
るブラウスのことである。
素材は、白色木綿地（図５中央）、もしくは小花柄
プリント（図５左右）のウール地を用いる。
白色ブラウスの、白は純潔をあらわす。さらに白く
見せる工夫として、ごく少量の青インクを垂らして布
地を染め、いっそう白く見せる工夫をしている。
身頃や袖にはマッシュルームプリ－ツ（６）を畳み、襟
や袖口に赤色（図７）や黒色毛糸で刺繍（図８、図１０）
を施す。刺繍の赤や黒色の使い分けは特になく、赤色
で刺繍するのが一般的である。
また袖山の部分に刺繍（図５中央）する形は、未婚
をあらわしている。
図１０ ブラウス（黒色で刺繍）
２．ベスト（ベスタ）（Vesta）
ウールの花柄プリント地（図７）や、無地ベルベッ
ト地（図８）にビーズ刺繍を施したもの、また毛糸刺
繍（図５中央、右）で全面を埋めるものなどがある。
刺繍を施したのち、打ち合わせの左右に数個の大き
なカギホックを付け、そのカギホックにリボンを交差
させながら掛け、最後に結んで前を閉じる形（図７）
と打ち合わせに付けた数個のカギホックをかけて留め
る形（図５中央、右）がある。いずれも体型にフィッ
トさせたものである。
また前を開けたまま使用する形（図８）もある。
こうした形になる以前は、専用の職人によって製作
された革に刺繍を施したもの
が用いられた。（図１１）
３．プリーツスカート（フスタ・プリサティ）（Fust）a
Plisat）a）
スカートのことをフスタ（Fust）a）、プリーツのこと
をプリサティ（Plisat）a）といい、プリーツスカートの
ことである。
ウール地や木綿地の無地、もしくは小花柄プリント
地を用いてプリーツを施す。
着装方法および製作方法にはフラットとラウンドの
２つの形がある。
フラット「図７ 成人女子」の形は、前中心を２０cm
ほど重ねて着ける。
ラウンドの形は前中心を縫い合わせたもので、その
理由は「図８ 少女」の場合、前がはだけない配慮か
ら。そして「図９ 娘」は、輪になっている前中心を、
裏返してウエストに挟み込む形態からである。
裾をウエストに挟み込むのは、騎馬民族時代の名
残、つまり騎乗するための利便性からきている。
しかしこの２つの、形による使い分けはない。
製作
着丈９０cmの「図７ 成人女子」は布（９２×３９２cm）
を横地に扱い、裾に沿って１．８～３．６cm幅のテープ１２
本（全体で３１．５cm）をミシンで止めつける。着丈７３cm
の「図８ 少女」の場合は縦地（９０×２２５cm）を用い、
テープはスカート丈が短いため本数、寸法とも少な
い。着 丈９０cmの「図９ 娘」は 布（９２×３０２cm）を
横地に扱い、裏側の裾に沿って幅１２cmの花柄刺繍を
施したラシャ地を止めつける。
それらの作業の後、布地に湿り気を与え１cm幅の
縦襞を畳み、アイロンでプリーツを安定させる。
最後に共布でベルト（芯なし）を付け、その両端に
紐（１２０～１５０cm）を付ける。
裾部のリボンの本数、刺繍を施した幅、図柄などに
決まりはない。
プリーツスカートの形成に、かつては焼きたてのパンを用いた。
重さ約３㎏、直径約３０cm、厚み１２～３cmの円形のパンを６個使
い、プリーツを畳んだ布の上に置きプリーツ加工した。その後、
炭入れアイロンに変わる１７６０年ごろまでこの方法がとられた。
着用した後は、スカートの大きさの新聞紙または同大の紙を、
スカートの下に置き、上部、裾部に１人ずつ立ち、２人が同時に
プリーツを畳み込みながら下に敷いた紙ごと巻きあげ、円筒状に
する。
これは次に使用するまで、プリーツの形状を保ち、新聞紙で巻
くことで防虫効果の役割も兼ねている。巻いたスカートは専用の
チェストに保管される（１２）。
◆用いた素材の試料は p．９９に別記した。
－ 82－
横プレート
→
縦
プ
レ
ー
ト
４．エプロン（ショート・プリサータ）（Sort plisat）a）
エプロンをショート（Sort）、畳むことをプリサー
タ（Plisat）a）といい、プリーツエプロンのことである。
無地もしくは花柄プリント地のウール地や木綿地を
用い、スカートよりやや薄手の布地を用いる。メラの
衣裳の中でも、ビーズやテープ、刺繍を施した最も華
やかな部分である。
プリーツを２～４つに分け、その間に技法や素材を
組み合わせる。例えばウール地、木綿地、絹地の素材
にテープ、ビーズ刺繍、糸刺繍、鉤針編みなどを用
い、その中にルーマニアンステッチ（１３）や、スモッキ
ングの技法などを取り入れた多彩なものである。
つぎに基本的なエプロン
の構成を「図１２」で簡単に
説明する。プリーツを施し
た布を３枚に分け、その３
枚のプリーツ布の間に２枚
の縦長のパネル、「縦プレ
ート」を入れ、綴じ合わせ
る。ウエストより３～４
cmほど下がったところに
横長のパネル、「横プレー
ト」を上に乗せて付け、ベ
ルト位置にテープを付け
る。
「縦プレート」、「横プレート」（図１２）は説明上の
名称であり、ここで用いるプレートとは、装飾を施し
た、扁平で長方形のものをいう。
説明上、エプロンの「縦プレート」、「横プレート」
に施された素材や技法を、次の５つに分類した。
A「刺繍テープ」、B「織りテープ」、C「鉤針編み
テープ」、D「刺繍パネル」、E「ビーズパネル」
A 「刺繍テープエプロン」（Embroidery tape apron）
プリーツを畳んだウール地に、刺繍を施したテープ
を付けたものである。
製作―平織ウール地にプリーツを施す。９cm幅の
木綿テープにブロード程度の木綿地で裏打ちし、絹刺
繍糸で花柄模様を刺繍する。その刺繍テープを、周
囲、中央およびその左右、そして裾部に鉤型や円形を
止めつける。さらにウエストより５cmほど下に、刺
繍を施した刺繍パネル（横プレート）を止めつけ、ベ
ルト位置に刺繍テープを付ける（図１３、図１４）。
B 「織りテープエプロン」（Weaving tape apron）
プリーツを畳んだウール地に、織りテープを付け、
中央の剥ぎにルーマニアンステッチを入れ、横プレー
トにスモッキング技法（「スモッキングパネル」参
照（１４））を施したものである。
製作―紋織りウール地の中央を２つに分け、その２
枚の布を、中細毛糸を用いてルーマニアンステッ
チ（１３）で繋ぎ、全体に縦プリーツを施す。
横プレートには隙間なく細かなスモッキング技法を
施す。８cm幅の絹地花柄の織りテープを用いて周
囲、また裾部分に鉤形や円形を止め付ける。最後にウ
図１３ 「刺繍テープエプロン」 図１４ 部分（下）
図１２ プレート
図１５ 「織りテープエプロン」 図１６ 部分（下）
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エストにテープを付ける。（図１５、図１６）
C 「鉤針編みテープエプロン」（Crochet tape apron）
プリーツを施したウール地の間にビーズパネル（p.
７「ビーズパネル」の項参照）を入れ、鉤針編みレー
スを付けたものである。横プレートにはビーズダーニ
ングステッチ（pp．９０－９１「ビーズダーニングパネル」
の項参照）を施したものである。
製作―プリーツを施したウール地を４つに分け、そ
の間に、刺繍を施した縦プレートを挟み込む。中細毛
糸を用いて、９cm幅の鉤針編みテープを作り、周
囲、鈎形、円形に止めつける。
横プレートにビーズダーニングの刺繍をのせ、ウエ
ストにテープを付ける（図１７、図１８）。
図１７ 「鉤針編みテープエプロン」 図１８ 部分（下）
D 「刺繍パネルエプロン」（Embroidery panel apron）
ビーズを施したウール地に、刺繍糸を用いて装飾し
たパネルをいれたものである。
製作―必要な布幅を縦に３つに分け、その間に１０
cm幅の刺繍した縦パネルを挟む。横プレートに、ス
モッキング技法（p．９９「スモッキングパネル」参照）
を施し、最後にウエストにテープを付けて仕上げる
（図１９）、（図２０）。
刺繍パネルは、縦プレート、横プレート双方に用い
ることが出来る。
刺繍技法はチェーンステッチ（Chain stitch）、サテ
ンステッチ（Satin stitch）、アウトラインステッチ
（Outline stitch）などを用いる。（図１９、図２０）
E 「ビーズパネルエプロン」（Bead panel apron）
プリーツを施したウール地の間に、「ビーズパネル
（厚紙芯を毛糸で被い、その上にビーズ刺繍したも
の）」を入れ、横プレートにはビーズダーニングステッ
チを施したものである。
◆製作およびビーズ刺繍は、「１．エプロンのビーズ技法」で述べる。
Ⅵ メラ村を中心とした衣裳のビーズ技法
ルーマニア民族衣裳でビーズを多く用いるのは、ト
ランシルヴァニア地方を中心とした周辺の地域であ
る。なかでもメラ村は、ビーズを用いて最も高度の技
術と艶やかな技法を、エプロンやベストに施す地域と
して知られる。このようなビーズの技法は衣裳にとど
まらず、糸で組み上げたネックレス（４）、帽子飾り（１５）、
イースターエッグ（５）などにも生かされている。
またトランシルヴァニア地方の東北から、ブコヴィ
ナ地方にかけては、メラ村とは異なったビーズ技法
（図６３）をブラウスに見ることが出来る。
次にビーズ技法の特徴、製作方法をエプロン、ベス
ト、ベルト、ブラウスの順に述べ、それらを考察す
る。
１．エプロンのビーズ技法
縦プリーツの間に入る縦プレートに『ビーズパネ
ル』、腹部の横プレートに『ビーズダーニングパネル』、
そして縦プレート、横プレートの周囲にビーズを施し
たテープが『ビーズテープ』である。
図１９ 「刺繍パネルエプロン」 図２０ 部分
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（ ）内は少女の寸法 単位は cm
数字は出来上がり寸法で、各辺に１cmの縫い代をつけて裁断
する。（例えば３６cmであれば３８cmが必要）ただし成人女子のプ
リーツ両端は耳を使用するため縫い代は必要としない。ウエスト
に付けるテープは、全体の長さ成人女子３m、少女２mである。
厚紙芯 厚紙芯
当て布
図２５ 少女図２４ 成人女子
（１）『ビーズパネル』、（２）『ビーズダーニングパ
ネル』、（３）『ビーズテープ』の順に製作工程を説明
する。
（１）『ビーズパネル』（Bead Panel）
ビーズパネルは「縦プレート」に用いる。
木綿地を当てた厚紙に毛糸で刺繍し、その上をビー
ズ刺繍するものである。
幾何学模様や花模様のビーズ刺繍は、台紙にしっか
り固定され、また毛糸に埋まることがない方法であ
る。
１）図柄―花模様、幾何学模様、鳥模様、ワッペン
模様など
２）材料―当て紙 厚紙
素材 パルプとぼろ
厚さ ０．５㎜
当て布 生地名 ブロード
素材 木綿１００％
厚さ ０．１５㎜
毛糸 素材 ウール１００％
「成人女子」中細、「少女」合細撚糸
ビーズ 竹ビーズ ２㎜（幅）×７．４～８㎜
丸ビーズ ２㎜（幅）×２～２．２㎜
セロハン紙 中厚
止め糸 ４０番、５０番カタン糸
図２２ 成人女子、エプロン
図２３ 少女、エプロン
３）製作
ここで参考にする「成人女子」と「少女」は製作方
法が異なるので製作方法を分けて説明する。
① 厚紙芯を作る（縦パネル）
「成人女子」は８×８９cm（縦８９cmには、ベルトに
入る分、及び裾の折り曲げ分、各１cmが含まれる）
の縦長の厚紙の上に、厚紙よりやや大きい縦縞柄の木
綿地を置き、下（裾）は布ごと１cm折り返す。台紙
の縁より０．８cm前後入ったところに粗くミシンを掛
ける。厚紙からはみ出た両脇の布を切り取る。これを
「厚紙芯」とする（図２４）。
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「少女」の場合は７．５×６７cm（縦６７cmには、ベル
トに入る分、１cmが含まれる）の厚紙の上に、厚紙
より１cmほど大きめの格子柄の木綿地を置き、上部
を除く３方を厚紙に沿って折り曲げる。その上に縁よ
り０．８cmほど入ったところに粗くミシンを掛ける。
（図２５）これを「厚紙芯」とする。
② 毛糸で被う
「成人女子」は中細毛糸、「少女」は合細毛糸を用
いて、「厚紙芯」のミシン目のすぐ際を、布地だけを
掬ってサーフェス・サテンステッチ（Surface satin
stitch）を施し（図２６）、これを「台紙」とする。
図２６ サーフェス・サテンステッチ（台紙製作）
③ 図柄を印す
「台紙」の上に刺繍の図柄を印す。幾何学模様、花
模様によりそれぞれ図案の印しかたが異なる。
［幾何学模様（成人女子、グリーン地）］は「台紙」
の上に躾糸で交差（×）及び、十字（＋）を印す。（図
２７）
［花柄模様（少女、白地）］は、図柄の上にセロハン
紙を置き、ボールペンでセロハン紙に図柄を写す（図
２９）。そのセロハン紙を「台紙」に躾糸で留めつける。
図２７ 幾何学模様 印つけ （表） 実物大
台紙（毛糸でサーフェス・サテンステッチ）の上から、躾糸で、
十、×を印す
④ ビーズ刺繍『ビーズバックステッチ』（Bead back
stitch）をする
パネルに用いる技法は、バックステッチ（図３１）を
用い、「厚紙芯」まで針を通し、しっかり止めつける。
「図２７幾何学模様］は、まず中心の円形を刺し、ハー
トの中と外にあたる部分の竹ビーズを、計１２本刺す。
最後にそれを囲むように丸ビーズでハート形を刺す。
最後に放射状に伸びた部分を竹ビーズで刺す。（図２７）
丸ビーズは、１回で掬う数を４粒ぐらいにし、カー
ブのあるところはビーズの数を少なくし、２～３粒ぐ
らいである。
「図２９花柄模様」は花の輪郭をとり、その間を埋め
ていく。花の茎、葉脈を刺し、それを囲んで葉の部分
を刺す。最後に上下の小花を刺す。刺しあがったらセ
ロハン紙を取り除く。しかしそのまま取り除かないで
使用することもある。
セロハンを使って刺繍する形は、刺繍の順序が違っ
ても下図があるので製作できる。（図２９）
図２８ 幾何学模様 （裏）実物大
カタン糸５０番を２本取りで、バックステッチ（図３３）で止めつ
ける
図２９ 花柄模様 印つけ （表）実物大
セロハン紙にボールペンで図案を写しとり、台紙（毛糸でサー
フェス・サテンステッチしたもの）に躾糸で止めつける
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止め糸は、白色または赤色のカタン糸５０番を２本取
である。（図２８、図３０）
図３０ 花柄模様 （裏）実物大
カタン糸５０番を２本取りで、バックステッチ（図３１）で止めつ
ける
図３１ ビーズバックステッチ
ビーズバックステッチの方法
布の下から針を出しビーズを通し、布を掬ってもと
の所に戻る。さらに前に通したビーズと新しいビーズ
を通し、布を掬ってもとのところに戻る。この作業を
繰り返す（図３１）。
「ビーズパネル」の図柄は、その地域で古くから伝
承されてきたものを用いるか、もしくはそれを変化さ
せたものである。しかしその図柄は豊富で、各素材を
組み合わせるとかなりの数になる。ここではその一部
を紹介する（図３２、図３３、図３４、図３５、図３６）。
（図３４、図３５、図３６は「A mérai kötény」（１６）より転
写）
４）考察
「厚紙芯の厚紙」について
メラ村の「厚紙」を分析する（１７）と、木材のパルプ
と木綿繊維のぼろを合わせた厚さ０．５mmのものであ
る。この紙質は表面を覆う布、さらに重ねて施す毛糸
刺繍やビーズ刺繍に対応出来ること、つまり刺繍針が
通る硬さ、毛糸刺繍、ビーズ刺繍の糸の引き締めで厚
紙が変形しないことである。
日本で入手出来る、上の条件に近い厚紙のうち、次
図３２ 幾何学的花模様 竹、丸ビーズ
図３３ 花柄模様
丸ビーズ
図３４ 幾何学的花模様
毛糸と丸、竹ビーズ
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の「土佐張子 A」、「土佐張子B」、「人形和紙」、「特厚口半
晒し手漉き和紙」を選び、素材、性質を見た。
「土佐張子 A」は楮で厚さ０．４mmである。
「土佐張子B」はパルプと、数種の古紙が入り、厚
さは０．６mmである。しかし紙に腰がなく、細かな針
の出し入れに破れやすい欠点がある。
「人形和紙」はパルプで厚さは０．２５mm。薄いため
毛糸で被う作業中に湾曲していき、厚さの点で不向き
である。
「特厚口半晒し手漉き和紙」は楮で、厚さ０．９９mm。
厚すぎる点でエプロンには不向きと考える。
この中で「土佐張子 A」が、やや厚さに欠けるもの
の、腰があり風合いでも製作に適していた。
「厚紙を覆う布（木綿地）」について
表面を毛糸で被う作業に必要とするもので、布地は
厚くなく、毛糸が刺しやすいことが条件になる。
衣裳の残布、つまり無地の
木綿地や花柄のウール地を用
いず、厚みのない木綿地に、
格子柄（図３７）や縞柄を用い
ている。これは毛糸で横幅５
～７cmを曲がることなく平
行に掬うための定規にしてい
ると考える。
「厚紙と当て布の幅」について
２枚が同じ幅でも、また当て布を大きく取り厚紙を
包み込む方法でも、刺繍の出来上がりは同じである。
当て布で厚紙を包み込む方法は、縁の保護と考える。
ビーズ刺繍、「ビーズバックステッチ」について
メラ村のビーズ刺繍は、不安定な毛糸の上であるに
もかかわらず、まったくビーズに緩みがない。
その理由は、技法に、完全なバックステッチを用い
ていること。もう１つは、止め糸を２本取り（図２８、
図３０）にしていることである。仮に１本取りにして糸
の引きを加減するなら、台紙の毛糸にビーズは密着出
来ない。
またビーズを続けて２個（ア、イ）通すこと（図３１）
で、ビーズとビーズの繋がりを良くし、美しい形状を
作り上げている。
（２）『ビーズダーニングパネル』（Bead darning
panel）
「横プレート」に用いる。
ビーズ織りのように見える刺し方で、ビーズ区限刺
繍の１つである。コングレス地やメッシュ地を用い
て、ビーズダーニング刺繍してある。
この技法はコングレスやメッシュの布目にビーズが
埋もれない方法である。
１）図柄―幾何学模様
２）材料―「成人女子」
表布 生地名 コングレス
素材 麻１００％
組織 平織
密度 経５ 緯５（本／cm）
厚さ ０．５５㎜
ビーズ 丸ビーズ１．４～２．１㎜（幅）×２．６～２．８㎜
当て布 晒し地程度の木綿地
止め糸 ４０番カタン糸
「少女」
表布 生地名 メッシュ
素材 ナイロン１００％
組織 平織
密度 経６．５、緯６．５（本／cm）
厚さ ０．５５㎜
エンジ木綿布 厚手のガーゼ程度
ビーズ、当て布、止め糸は「成人女子」と同一
３）製作
ここに用いる「成人女子」と「少女」の製作方法が
異なるので分けて説明する。
① 土台布を準備する
パネルの幅は、「成人女子」は横３７cm、縦１０cm
（図３８）、「少女」は横２８cm、縦は８cm（図４１）で、
周囲１cmの縫い代を入れた表布と当て布を準備す
る。
表布は、「成人女子」はエンジ色のコングレス地
（図４０）、「少女」は紺色のメッシュ地（図４３）を用い、
メッシュ地の下に、エンジ色の木綿地を当てる。
裏側に「成人女子」、「少女」とも晒しや厚手のガ
ーゼ地程度の当て布をする。なお当て布は、無地、
柄また色には拘らない。
図３５ 花と鳥模様
竹ビーズと刺繍糸
図３６ ワッペン模様
丸ビーズと変形・竹ビーズ
図３７ 当て布を毛糸で被う
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表布にナイロンメッシュ地を用いるようになったのは１９８０年
ごろからである。
② 図柄を決める
ビーズの色で図柄を構成するもので、幾何学模様
を用いることが多い。手持ちの図柄から選ぶ。
③ ビーズ刺繍する
好みの図柄（図４４）を用意し、その図柄に沿って
ビーズダーニングステッチ（Bead darning stitch）
する。
裏から出した針に、ビーズを１粒通し、布目を１
本掬う。またビーズ１粒とり布目１本掬い、これを
繰り返す。同時に２、３粒を掬うことはない。
掬い方は、織り糸だけでなく、当て布ごと掬う。
また別の方法として、同じ色だけを刺す方法がある。
例えば、まず赤色の部分を刺し、次に別の糸で青色
の部分を刺す（布の裏側には２本の糸が渡る）。
刺し方に「斜め刺し」と「横刺し」の２通りがある。
ここで「斜め刺し」を用いているのは「成人女子」
（図３９、図４０）で、「横刺し」を用いているのは「少
女」である（図４２、図４３）。
４）考察
「当て布」について
コングレス地やメッシュ地などの粗い布目にビーズ
を止めつけることは出来ない。理由はビーズが布目に
入り込んでしまうことや、ビーズを一定の方向に止め
つけることが難しいからである。
「当て布」をするのは、ビーズが織り糸の間に入る
のを防ぐだけでなく、ビーズの向きも安定し刺繍が容
易なことである。
「少女」に用いるエンジ木綿地はメッシュ地から当
て布が透けることを防ぐためである。
また布を重ねることで、下に流れるプリーツが安定
し、プリーツ部分との厚さのバランスも取れる。
刺す方向は、布地、「成人女子」、「少女」といった
分け方はなく、図柄（同じ色が多く並ぶ方向）で決め
る。
「横パネルの寸法」について
パネルの幅は、「成人女子」、「少女」で決めるもの
ではなく８～１０cmの範囲で自由である。
パネルの寸法を、「成人女子」（図２１、図３８）で見る
と、布幅は３７cm×１０cmで上下同寸法である。
しかしエプロンの完成後、上部分は３３cmになって
いる（４cm減少）。これはプリーツの上に止め付け
る段階でいせ込んでいる。つまりダーツの役割と考え
られる（「少女」は２cmのいせ込みである）。
図４４ 図柄サンプル
図３８ 成人女子、ビーズダーニングパネル
図３９ 部分 図４０ 斜刺し
図４１ 少女、ビーズダーニングパネル
図４２ 部分 図４３ 横刺し
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（３）『ビーズテープ』（Bead tape）
サテンテープ（リボン）や金、銀テープ（リボン）
にビーズ刺繍を施したものである。「ビーズパネル」
や「ビーズダーニングパネル」の周囲に施し、より華
やかな効果を出す。
１）図柄―ジグザグ模様（A）、菱形模様など
２）材料―「成人女子」
テープ名 サテン
素材 絹１００％
組織 朱子織
厚さ ０．３㎜（幅）
止め糸 ４０番カタン糸
「少女」
テープ名 金色リボン
素材 ポリエステル１００％
組織 平織
厚さ ０．２㎜
止め糸 「成人女子」と同一
３）製作
① テープを止めつける
パネルの周囲にサテンテープや金、銀糸のテープ
を躾糸で止める。
「成人女子」は黄色のサテンテープ（０．８cm幅）
を用い、「少女」は銀色テープ（１．２cm）を用いる。
つぎに、カタン糸５０番程度を用いて、テープの端
を約１cmの間隔で、厚紙芯まで針を通して（図２８、
図３０）しっかり止め付ける。
② 図（ビーズ）の位置の決め方
特に印すことはなく、感覚で刺す。
図４５ ジグザグ模様（A） 図４６ 菱形模様
（変形バックステッチ） （変形バックステッチ）
③ ビーズ刺繍する
止めつけられたテープにビーズバックステッチ
（Bead back stitch）で装飾する。
装飾の方法には２つの図柄がある。
１つは「ジグザグ模様（A）」（図２７、図４５）を、０．８
cm幅のサテンテープに施し、「成人女子」（図２２）
で扱われている。
もう１つは「菱形模様」（図２９、図４６）を、１．２cm
幅の金糸テープに施し、「少女」（図２３）で扱われて
いる。
止め糸はいずれも白色のカタン糸４０番程度であ
る。
次に述べる２．ベスト、３．ベルトは、１．エプロンの
技法と重なるものも見られるが、用いられる布地、
素材で扱いかたが異なる。
２．ベストのビーズ技法
ウエスト丈で身幅にゆとりの少ない形態に、首刳
り、袖刳りに沿ってテープを付け、その上にビーズ技
法を施すものである。
「成人女子」
１）図柄―ジグザグ模様（B）、幾何学模様
２）材料―表布 生地名 モスリン
素材 ウール１００％
組織 綾織
密度 経３０ 緯２１（本／㎝）
厚さ ０．２mm
裏地 生地名 ラシャ
素材 木綿１００％
組織、密度とも起毛のため計測不可能
厚さ １．３㎜
パイピング
生地名 ブロード
素材 木綿１００％
密度 経２４ 緯２４（本／㎝）
厚さ ０．４㎜
テープ 金色０．７㎝（幅）
銀色０．７、１．３㎝（幅）
ビーズ 竹ビーズ ２㎜（幅）×７．４～８㎜
丸ビーズ ２㎜（幅）×２～２．２㎜
「少女」
１）図柄―ジグザグ模様
２）材料―表布 生地名 ベルベット
素材 木綿１００％
組織 漆毛織
密度 ―
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厚さ ０．５５㎜
裏地 生地名 ラシャ
素材 １００％
組織、密度とも起毛のため計測不可能
厚さ ０．７㎜
パイピング
生地名、素材、密度、厚さとも「成
人女子」と同一
テープ 銀１．３㎝（幅）
綿レース１．２㎝（幅）
ビーズ 竹、丸ビーズとも「成人女子」と同一
図４７ 成人女子、ベスト
図４８ 少女、ベスト
３）製作
「成人女子」と「少女」は製作方法が異なるので分
けて説明する。（図４７、図４８）
① １枚仕立てにする
「成人女子」は、花柄プリント地と裏布、ラシャ
地、「少女」は、赤色ベルベット地と裏布、ラシャ
地を裁断する（図４９、図５０）。
２枚合わせて躾をし１枚仕立てにする。
図４９ 成人女子（製図）
図５０ 少女（製図）
② 脇剥ぎ及び縁取りをする
前後身頃の脇剥ぎをした後、周囲を赤色の木綿地
（ブロード程度）で１cmほどの縁取りをする。
③ テープを止め付ける
首刳り、袖刳りに沿って、テープを止める。
「成人女子」（図５１）は、金色テープ（０．７cm幅）、
銀色テープ（０．７cm幅および１．３cm幅）を用いる。
１．３cm幅の銀色テープは、薄地のため同じ幅の
白色テープを裏に当てる。各テープを躾で押さえ、
テープの縁を１cmほどの間隔で止め付ける。止め
糸はカタン糸４０番程度である。
「少女」（図５２）は銀色テープ（１．３cm幅）と、
木綿レース（１．２cm幅）を用いる。両テープとも
躾で押さえテープの縁にミシンをかける。
④ ビーズ刺繍する
「成人女子」の０．７cm幅の金色、銀色テープは、
竹ビーズ、丸ビーズを用いてジグザグ模様を、「ビ
ーズコーチングステッチ」（Bead couching stitch
図５１、図５３）を施す。
方法は、カタン糸５０番程度に竹ビーズ、丸
ビーズを図柄に沿って順に通しておく。
止め糸はカタン糸５０番または６０番２本取りを針に
通し、山形の頭をコーチングステッチする要領でビ
ーズを止めていく。
図５１ ビーズ刺繍 成人女子 実物大
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とめ糸 
テ プー 
0.7cm
図５３ジグザグ模様（B）
（ビーズコーチングステッチ）
図５２ ビーズ刺繍 少女 実物大
１．３cm幅の銀色テープの幾何学模様は、「ビーズ
バックステッチ」（Bead back stitch 図３１）の技法
を用いる。
「少女」の場合、木綿レースは、竹ビーズを用いて
「図４５ジグザグ模様 A」の技法で刺繍する。銀色テ
ープに施した花柄模様は、約２．５cm間隔で印を付
け、「図３１ビーズバックステッチ」の技法で図柄に
沿って刺繍する。（図５２、図３１）
いずれもビーズの止め付けは、裏に当てたラシャ
地までしっかり掬う。（図５４）
図５４ 裏側 実物大
⑤ 肩を接ぐ
最後に肩を接ぐ。接ぐ方法は手縫いまたはミシン
の目を大きくして縫う。
４）考察
「ビーズ刺繍」について
「成人女子」のジグザグ模様（B）はコーチングス
テッチを用いている。先に規則的にビーズを通してあ
るものを、止めつけていくために作業が容易なことが
利点である。
しかし良く見ると、ビーズの止めが数点外れてい
る。これはバックステッチのようにビーズが布に密着
していないために引っかかり易く、その部分が切れて
しまったためと考える。
「少女」はジグザグ模様（A）、花模様ともバック
ステッチし、起毛した布地や、ベルベット地にしっか
り止まり、また図柄の形状も美しく保たれている。
「成人女子」、「少女」とも表地と裏地を重ねて刺繍
するのは、芯の代用、つまり糸をしっかり引くことが
出来るためと考える。
「着丈」について
サイズの変更が出来るように前後の肩接ぎは最後に
手縫いする。これは体型の変化に合わせて、直し易く
する工夫である（図４９、図５０の点線の部分）。また中
には脇接ぎも同様な工夫をしてあるものもある。
◆図柄の写し方（ベルベット地などの場合）はベルトの考察で述
べる。
３．ベルトのビーズ技法
トランシルヴァニア地方の衣裳（図３）に用いられて
いるもので、ベルトのことをコルドン（Cordon）という。
ベルト（５cm（幅）×８４cm）の両側に、紐（１．５cm（幅）
×１８cm）をつけ後ろで結ぶ形態である。
蝶、花模様などの自由な図柄が施されている（図５５）。
１）図柄―花模様、蝶模様など
２）材料―表布 生地名 ベルベット地
素材 絹１００％
組織 漆毛織
厚さ ０．４㎜
裏布 生地名 サテン
素材 絹１００％
組織 平織
厚さ ０．１２㎜
厚紙 素材 絹１００％
組織 平織
厚さ ０．１２㎜
ビーズ 丸ビーズ１．４～２．２㎜（幅）×２．１～２．３㎜
止め糸 ４０～５０番カタン糸
３）製作
① ベルベット地に厚紙を裏当てし、躾をする。
② 図柄の印を付ける
小麦粉を水に溶き筆につけて、図柄を見ながらベ
ルベット地に描く。
③ ビーズ刺繍する
花びらにあたる部分（ア）は「ビーズパディング
ステッチ（Bead padding stitch 図５６、図５７）で立
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（イ）
（ウ） （ア）
下刺し 
体的に刺し、放射状の花（イ）はビーズストレート
ステッチ（Bead straight stitch 図５６、図５８）で刺
す。茎の部分や葉（ウ）は、ビーズバックステッチ
（Bead back stitch 図５６、図３１）する。
いずれの方法も、厚紙まで掬って止めつける。
④ ベルトに製作する
両端に紐を付け、裏地を当て仕上げる。
図５６ 花模様の図柄 実物大
図５５ ベルト
図５７ ビーズパディングステッチ
図５８ ビーズストレートステッチ
４）考察
「べルべット地（起毛した布地）図柄の転写」につい
て
メラ村では、小麦粉を水で溶いたもので図柄を転写
する。
小麦の分量が少ないと図柄が鮮明でなく、多いと乾
いてからその部分が硬くなる。掻き回すことでグルテ
ンが出て、筆の運びが悪くなる。
それには少しずつ溶き、時間をかけずに描くのがポ
イントである。小麦粉はどの家庭でも常備している点
で、手軽に転写が出来る。
他の方法に、「胡粉の転写方法（１８）」がある。
この方法は色の濃淡も調節でき、細い線も楽に描く
ことが出来、しかもその部分が硬くなることもない。
また筆の運びもよい。
いずれの方法も水を付けて消すことが出来る。
４．ブラウスのビーズ技法
トランシルヴァニア地方東北部、ブコヴィナ地方に
見られるもので（図３）ビーズを施したブラウスをイ
エ・ク・マルジェーレ（ie cu m）argele）という。
ルーマニアの特徴でもある首回りにスモッキング技
法と、袖に花柄のビーズ区限刺繍、ビーズハーフクロ
スステッチ（Bead half cross stitch）を施したもので
ある（図６１、図６２）。
またこの地方のビーズ刺繍はビーズの傾斜を段毎に
変えて刺すのが特徴である。（図６３）
１）図柄―花柄
２）材料―表布 生地名 手織天竺地
素材 木綿１００％
組織 平織
密度 経２２ 緯２４（本／㎝）
厚さ ０．４㎜
ビーズ 丸ビーズ１．０～１．５㎜（幅）×１．６～２．０㎜
密度 経５．５ 緯７（粒／㎝）
止め糸 ４０番カタン糸
３）製作
① 刺繍布の準備をする
手織り木綿地を裁断し（図５９）、袖に、刺繍する
位置（図６０）を決める。
② ビーズ刺繍する
図柄の色を見ながら、ハーフクロスステッチする
要領で、ビーズで埋めていく。
掬い方で右傾斜、左傾斜になり、段毎に傾斜を変
えながら刺し進める（図６５）。
掬い方は縦方向で、途中から横に変えることはな
い（図６４）。
このブラウスの場合、１粒のビーズは、織り目、
４目×４目（約１．６mm正方）である。
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４）考察
「ビーズの図柄」について
ルーマニアの特徴である区限刺繍と、ハンガリーに
見られる花模様が特徴である。
ビーズを傾斜さし、また傾斜させたビーズを段毎に
変えることで陰影の面白さを出している。
そのためには、ビーズの形状が関係してくる。
このブラウスに扱われているビーズは少し長手で、幅
は１．０～１．５mm、長さは１．６～２．０mmである。この縦
長の形状が重要である。
写真（図６３、図６４）の、○は同じ部分を表す。
Ⅶ まとめ
メラ村のエプロンの特徴は、ビーズを不安定な毛糸
刺繍の上に施している点である。
なぜ、不安定な毛糸刺繍の上にビーズを安定させら
れるのか。その技法を可能にしているのが「厚紙」で
ある。しかし細かな針の出し入れに、「厚紙」の破れる
おそれが出る。それを防ぐのが、「当て布」である。
「当て布」は厚紙を補強するだけではなく、さらにそ
の上に施す毛糸刺繍の「台紙」としての役割もある。
その「台紙」をつくる重要な要素は、「厚紙」の厚
さと腰である。
図６２ 花柄刺繍
（袖）
図６１ ブラウス
図６３ ビーズ刺繍 （表）実物大
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入手できる、メラ村の「厚紙」に近いものを探した
結果、「土佐張子 A」であった。
［土佐張子］A、Bと２種類あるのは、素材の違い
と手漉きのためその都度厚さが一定しないためである。
使用に適する紙は、針通りが良く、毛糸刺繍やその
上に施すビーズ刺繍に耐えられるもの、つまりメラ村
程度の厚さと腰がポイントである。
ビーズを台紙にしっかり止められる技法は「ビーズ
バックステッチ」である。この方法は、不安定な毛糸
刺繍の台紙に、緩みなくしっかり止めつけられる。
「ビーズバックステッチ」の見分け方は、裏側に出
た糸の流れである。つまりバックステッチは図柄の形
に糸が渡るからである。同じような方法を用いている
のが「ベルト」である。
また裏布を重ねて刺すことでビーズ刺繍を容易くし
ているのが「ベスト」や「ビーズダーニングパネル」
である。これらも布の裏側を見ることで「当て布」を
することや、「刺す方向」がわかる。
「止め糸」を２本取りにしているのは、１本取りよ
り強く引き締められる理由である。
「止め糸」に赤あるいは白色を用いる点は、表布が
毛糸刺繍やベルベット地のように起毛し、また厚地で
織り目の粗いコングレス地はビーズが布地に埋まるた
めに糸が表に出ることがなく、言い替ればどんな色で
も良いといえる。事実、刺繍の裏を見ると表のビーズ
に関係なく途中から別の色で刺されている。
その点、起毛がない平坦な布地はビーズが埋まらな
点で、ビーズの色に合わせた糸で止めつける必要があ
る。
ブラウスはルーマニアでよく用いられる木綿の手織
り布である。この布地の利点は布目を拾って区限刺繍
が出来る、つまり、「ビーズハーフクロスステッチ」
が可能である。
「ビーズの形状」に２通りあり、１つはビーズの傾
斜をいかせる長手の形状でブラウスに適し、もう１つ
は丸手の形状で、縦、横ともに寸法の違いが少なく面
を埋めるエプロンに適している。
日本で入手出来るチェコ製、丸手のタイプ（丸小ビ
ーズ）を見ると、このメラ村のものと同じもので、幅
１．２～１．４mm、長さ１．２～１．４mmであった。
なおメラ村を含むトランシルヴァニア地方のビーズ
もチェコ製のものを使用している。
メラ村で披露して頂いた、お家の若い夫人は、１０数
枚のエプロンを保持していた。しかもその技法は多岐
にわたり変化に富んでいた。これはその近くの夫人に
も、同様なものを見ることが出来た。
衣裳は行事ごとで素材や図柄を使い分けることはな
い。伝統の図柄を各家に保持し、多少その中に自分ら
しいもの（例えば刺繍エプロンにビーズを入れるなど）
を加える程度である。
ましてスタイルを替えること（プリーツの幅、着丈
など）などなく、あくまでも伝統の形から脱すること
はないのである。
◇
本文をまとめるにあたり、こうした衣裳を快く披露
して頂いた、メラ村の Palfi Eniko 氏、衣裳をお譲り
頂いたHorvath Kati 氏、ルーマニア政府観光局東京所
長 Alexandru ，Serban 氏、通訳のCornelia 笠原氏、ま
たルーマニアの紙及び和紙の分析をして頂いた高知県
立紙産業技術センター製紙技術部長、関正純氏の方々
に厚く御礼申し上げます。
註
１ C. D. ゼレティン『ルーマニア民族衣装集』光文社（１９７５）
２ 区限刺繍（Counted thread stitch）
決められた本数を、規則的に布目をひろって図柄を作る
もので、代表的な技法にクロスステッチ（Cross stitch）、
ハーフクロスステッチ（Half cross stitch）、テントステッ
図６４ ビーズ刺繍 （裏）実物大
右傾斜 左傾斜
図６５ ビーズハーフクロスステッチ
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図６８ コロニツァ
図６９ 被り物（左）
図７０ バティク（下）フークトウ
チィプケ
チ（Tent stitch）などがある。
３ 小学館「大日本百科事典」No．１５、pp．１０－１１、No．１７、
p．４２４
４ ビーズネックレス、マルジェーレ（M）argle）
縫い針でビーズを用いて編み上げた網織り（１９）である（図６６）。
図６６ ビーズネックレス
５ イースターエッグ、オウァ・デ・パシェ・ティ・デコラ
テ（Oua de pasti decorate）
イースターをはじめクリスマスなどに飾られるもので、
ビーズのネックレスと同様、網織りされたものである。横
（胴回り）の中心から編み始め。外側に編み進める。（図６７）
図６７ イースターエッグ
６ マッシュルームプリーツ（Mushroom plaits）
きのこの傘の裏襞のように見える襞のことで、襞奥が深
く立ったような状態のプリーツのことである。
７ コロニツァ（Coroni，ta）
若い女性の頭飾り（帽子）であ
る。カチューシャの部分は８×
５０cm の半円形、後側に２０．５×１９
cm のプレートが付き、そのプレ
ートには７cm および１０cm 幅の
花柄リボンが４枚ずつ３段、１２
枚付く。全長７５cm である。カチ
ューシャやプレート部分にはビ
ーズがふんだんに使われ、重さ
は約９５０gである。（図６８）
８ 被り物、フークトゥ（Fökötö）、チィプケ（Csipke）
結婚式を終えると、フークトゥ、チィプケをつけその上
からバテックを被る。これは周囲に結婚したことを伝える
ものである。フークトゥは粗いネットに毛糸でウイーヴィ
ングステッチ（Weaving stitch）したもので、その帽子の先
端の膨らみは、髪の毛を丸めて収めるようになっている
（髪の短い人はその部分にタオルを丸めたものを詰める）。
チィプケはビーズを糸で組み上げた網織りである。（図６９）
この上からバティクで被う。
９ バティク（Batic）
スカーフのことで、フークトゥ、チィプケの上を被うだ
けでなく、年代に関係なく普段にも用いられる。（図７０）
１０ 飾り紐 シュヌール（，Snur）
ビーズ刺繍を施したプレート（幅３cm、長さ２６～２９cm）
に、毛糸の房（２６cm）をつけ、木綿織テープ（幅約２．５cm、
長さ９０～１４０cm）の両端に付けたものである。それを２つ
折りし、ベストの後首刳り中心より下げる。下げた寸法は
約１～１．２mである。装飾を目的としている。（図７１）
図７１ 飾り紐
１１ 川口素子「ルーマニアの民族衣装と、そのギャザーにつ
いて」（「杉野服飾大学・杉野服飾大学短期大学部紀要」３
号，２００４，pp．４６－４８）
１２ チェスト（Chest）
プリーツスカートを巻いて棒状にしたものを入れる箱で
ある。家具に花柄をペインティングするのは、この地方の
特徴である。（図７２）
図７２ チェスト
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図７３ ルーマニアンステッチ
１３ ルーマニアンステッチ（Rumanian Stitch）
やや長めに渡した糸の中心を、
やや斜めまたは直角に止める方
法で、ブラウスやエプロンの接
ぎ、またエプロンの縦プレート
の「台紙」にも用いられる。（図
７３）
１４ スモッキングパネル（Smocking panel）
「横パネル」に使われる。
規則的に縦襞を寄せ、ニードルポイントのように隙間な
くスモッキング技法で埋めるものである。縫い縮めるとい
う意味のウンクラティツラ（１１）（Încretitura p．４４）の一種
である。
この技法は伸縮が少ないためパネル装飾に適している
（図７４、図７５）。
図７４ スモッキングパネル
図７５ 刺し方
１５ 帽子飾り ズガルダ（Zgard）a）
男性の帽子飾りで、婚礼、祭りに用いられる。厚紙を芯
に布を張り、ビーズバックステッチで装飾してある。（図
７６）
図７６ 帽子飾り
１６ Tözegi, T．（２００３）A mérai kötény . Cluj－
napoca: ，Sor，tul din Mera５９、６８、８２
１７ 紙、板紙およびパルプ繊維組成試験方法
９JIS－P－８１２０：１９９８ 高知県立紙産業技術センターの
検査による
１８ 川口素子「トルコのMaras 刺繍とその応用技法」（「杉
野服飾大学・杉野服飾大学短期大学部紀要」１号，２００２，
p．４２）
１９ C．クラブトゥリー、P．スタールブラス『世界のビー
ズ文化図鑑』福井正子訳（２００３）東洋書林
p．１８８
試 料
『スカート』
「成人女子」（図７）
着丈 ９０㎝ ウエスト寸法―フリー
プリーツ １㎝（幅）１９５襞
用布（横地使用）９２㎝（幅）×３９２㎝
ウエストのベルト部分は別布を使用
表布 生地名 ウール
素材 ウール１００％
組織 平織
密度 経２０ 緯２６（本／㎝）
厚さ ０．３８mm
テープ（リボン）絹地花柄手描 ２．６㎝（幅）
木綿花柄織１．８、２．４、３．６㎝（幅）
化繊レース２．３、２．５㎝（幅）
以上の幅のテープを１２本組み合わせて（計
３１．５㎝）使用。
「少女」（図８）
着丈 ７３cm ウエスト寸法―フリー
プリーツ １㎝（幅）１３２襞
用布 ９０㎝（幅）×２２５㎝
生地名、素材、組織、密度、厚さは成人女子と同一
テープ（リボン）木綿花柄織 １．５、３．３㎝（幅）
木綿レース １．５、１．８、２．０㎝（幅）
サテンリボン０．７㎝（幅）
絹ジャバラコード０．７㎝（幅）以上の幅のテ
ープを１１本組み合わせて（計１８．５㎝）使用。
「娘」（図９）
着丈 ９０cm ウエスト寸法―フリー
プリーツ １㎝（幅）１５０襞
用布（横地使用）９２㎝（幅）×３０２cm
刺繍布（裾部分）
用布 １５cm（幅）×３０２㎝
生地名 ラシャ
素材 ウール１００％
組織、密度とも起毛のため計測不可能
厚さ ０．７㎜
絹刺繍糸
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『エプロン』
「成人女子」（図２２）
着丈 ８７㎝
用布 ９２㎝（幅）×９０㎝
表布 生地名 モスリン
素材 ウール１００％
組織 綾織
密度 経３０ 緯２１（本／㎝）
厚さ ０．２mm
「少女」（図２３）（１０歳位）
着丈 ６６cm
用布 ８８㎝（幅）×７０㎝
生地名、素材、組織、密度、厚さは「成人女子」と
同一
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参考衣裳
トランシルヴァニア地方クルージュ県メラ村
成人女子の衣裳（図７）
ブラウス（C）ama，s）a Rotund）a）２０世紀前期
ベスト（Vesta）２０世紀中期
プリーツスカート（Fust）a Plisat）a）２０世紀中期
エプロン（，Sor，t Plisat）a）２０世紀中期
スカーフ（Batic）２０世紀後期
トランシルヴァニア地方クルージュ県メラ村
少女の衣裳（図８）
ブラウス（C）ama，s）a Rotund）a）２０世紀前期
ベスト（Vesta）２０世紀前期
プリーツスカート（Fust）a Plisat）a）２０世紀前期
エプロン（，Sor，t Plisat）a）２０世紀前期
スカーフ（Batic）２０世紀前期
トランシルヴァニア地方クルージュ県
女性の衣裳（図３）
ブラウス（ie cu m）argele）２０世紀前期
スカート（Poale C）atrin，t）a）２０世紀前期
エプロン（C）atrin，te）２０世紀前期
べルト（Cordon）２０世紀前期～中期
女性の衣裳（図４）
ブラウス（C）ama，s）a）２０世紀前期
スカート（Poale Catrin，t）a）２０世紀前期
エプロン（Catrin，te）２０世紀前期
べスト（Vesta）２０世紀前期
クルージュ県メラ村、少女の衣裳およびクルージュ県の衣
裳は筆者所蔵品。メラ村、成人女子の衣裳は杉野学園衣裳博
物館の所蔵品を、それ以外の写真は現地で許可を得て筆者が
撮影した。
－ 98－
